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地域の考古学，そして地域との考古学 
 

 

上 峯 篤 史 
（南山大学人文学部人類文化学科） 

 

1. 「地域」をキーワードにした大学教育 

 現代を生きる若者にとって，考古学は非現実的な「虚

学」の代表かもしれない。しかし，言うまでもなく，考

古学は現代社会と密接に結びついている。調査のほとん

どは公共事業で，遺跡・遺構・遺物等の「埋蔵文化財」

の調査や研究，学術的・教育的活用を業務とする考古学

専門職員が，日本各地の公的機関で活躍している。毎年

多数の職員募集があり，昨今，考古学を「仕事」にする

ことは極めて現実的である。  

 ここにおいて大学の役割とは何かを自問したとき，地

域へのこだわりと，研究への執着をもった若者を輩出す

ることに考えが及んだ。すべての歴史は地域史である。

どんな場所にも，語るに値する歴史がある。「置かれた

ところで咲く」を地で行く考古学専門職にとって，それ

ぞれの職場で面白い「仕事」をしようとする工夫がやり

がいにつながる。「研究」はその原動力だ。実際の考古

資料を扱い，地域の人々と関わりながら，その地域の歴

史を調べていく。考古学の醍醐味ともいえる経験を求め

て，南山大学上峯篤史研究室（以下，上峯研）が実施し

た近年の取り組みを紹介する。  

2. 上峯研2022～2023年度の取り組み 

（1）坂祝町芦戸遺跡の遺物調査 

 中井正幸氏（岐阜聖徳学園大学）の導きで，坂祝町中

央公民館に芦戸遺跡の縄文時代遺物（高木1989）が保管

されていることを知った。東海地方西部の縄文時代前期

を代表する資料で，その土器群は芦戸式や大麦田Ⅲ式と

して知られる。代表的な遺物は公民館にて展示されてい

るが，土器や石器はテンバコ10箱以上に及び，その全容

が知れない。同館のご高配を得て，2023年4月から，この

遺物群の調査を開始した。全5回にわたる日帰り調査で，

上峯研の学生のほか，上峯が担当する演習を受講する2年

生が時折参加した。  

 標識資料を手に取っての土器調査は，たとえ研究にま

では達しなくとも，学ぶことが大変多い。土器を専門と

する卒業生の助けも得ながら，報告書との対照作業を進

めた。同館の展示ケースには，所狭しと石器が陳列され

ており，その形態分類や微細な加工痕の観察にも熱が入

る。テンバコ1箱に圧縮収納された剝片，石核類は，石器

に関心をもつ学生らの注意を集めた。上峯が取り組む縄

文石器研究は，製作残滓まで含めた石器の全点観察で，

石材の獲得・運搬・消費戦略を読み取るところからはじ

まる（上峯2018）。このノウハウを教示したり，意見交

換をするには，まとまった量と質の石器群が必要で，学

内では実現が難しい。その点，チャート，下呂石等の岩

種ごとに，石材の採取から石器を仕上げるまでの動作，

作業の意図，残された資料の実態と相互関係を解説でき

たのは，芦戸遺跡の石器群あってのことである。顕微鏡

を持ちこんで，土器胎土観察や石器資料痕観察に取り組

む学生も見られた。作業時間と試行錯誤を要する観察法

だけに，このような場がなければ，作業の様子や経過の

一部始終が，教員や他の学生の目に映る場面は限られて

いただろう。 

 坂祝町での調査時，郷土史を学んでおられる地元グル

ープの来訪があり，上峯研の調査の中途成果を説明させ

て頂く時間をもった。訪問者のなかには，かつての芦戸

遺跡の発掘調査や整理作業に従事していた方もおられた。

洗浄や注記にまつわる思い出に耳を傾けながら，学生ら

は，自分の学習・研究活動が，知らない誰かに支えられ

ていたことを知っただろう。整理作業をすることの意義，

時間をこえて遺物が保存されていくことの意味を，実体

験として学んだはずだ。 

（2）富士市木島遺跡の再整理と博物館活動  

 静岡県富士市に受け入れて頂き，2023年7月末～8月初

旬にかけて，実習授業を開講した。そのねらいは，既掘

資料の再整理から成果を社会還元するまでの流れを体験

すること，そして考古学に関わる仕事や人々の魅力を，

富士市職員の皆様から感じ取ってもらうことにあった。

授業には，学部3～4年生のほか，上峯研の学生も数名，

聴講生として加わった。 

 主に取りあつかったのは，木島遺跡第4次調査の縄文時

代資料（佐藤1981）である。縄文時代早期末～前期を網

羅する木島式の標識資料であるが，合併前の富士川町の

旧蔵資料であることも手伝って，研究資料や展示資料と

しての活用はふるわなかった。授業は，木島遺跡の全資

料を博物館収蔵庫からかきあつめ，報告書と対照させる

作業からはじめた。着々と基礎整理が進むなか，学生の

なかからは，石器の岩種判定や器種認定，遺跡の層序に

関する質問が相次ぎ，それが未解明の問題であることを

実感するのにさほど時間は要しなかった。富士川で採取

してきた礫と比べながら，岩種判定をやりなおす，土器

の注記情報を書き出して，木島式各型式との対応を調べ
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る等，いくつかの小グループが自然発生した。  

 この授業は同館の「おいでよ！縄文の富士」展にあわ

せて開講されていて，展示室には木島遺跡をはじめ，富

士市や富士宮市の縄文時代遺物が展示されていた。学生

は，作業場所として用意して頂いた実習室と展示室を何

度も行き来して，再整理中の遺物と，ガラスケースのな

かの遺物を見比べていた。学生らの調査成果は，教員や

学芸員を交えたミーティングのなかで共有され，最終的

にはギャラリートークとして来館者に還元された。授業

期間に生まれた気づきと調査の成果が，展示に色を加え

ることになったわけである。  

 授業の最終日には「考古学フェスティバル」と題した

体験イベントが開催され，学生らも各コーナーのスタッ

フとして活躍した。富士市では，模造弓矢と木製ボード

を用いた狩猟体験，市内遺跡を想定したリアルな発掘体

験，火起こし体験等，親しみやすくも考古学の本質的な

魅力を体験できるプログラムが確立している。これに参

画した学生らは，企画のノウハウはもちろん，富士市職

員の連携のよさにも学ぶところが多かったようだ。私た

ちの取り組みは来場者にも訴えかけるものがあったと見

え，来場した小学生が縄文石器を論じた「研究レポート」

が，後日，富士市職員を通じて届けられた。  

（3）下呂市湯ヶ峰遺跡群の研究 

 2020年度から，岐阜県下呂市湯ヶ峰の野外調査を実施

している。湯ヶ峰は，東海地方を中心に石器の材料とし

て多用された下呂石（黒曜岩の一種）の原産地である。

上峯研の遺跡分布調査の結果，湯ヶ峰全域に20ヶ所以上

の石器散布地が見いだされた（上峯ほか2023）。この「湯

ヶ峰遺跡群」は，下呂石を採るために湯ヶ峰を訪れた石

器時代人が残したものである。  

 2021年度からは，特定の遺跡にねらいを定めて発掘調

査を実施している。2021～2022年度は湯ヶ峰山頂遺跡を

発掘し，縄文時代草創期に遡る可能性のある石槍製作址

を検出した。2022年度からは，山頂南側に広がる広大な

平坦地「湯の平」の発掘調査を開始した。約1mの厚さで

堆積する黒ボク土中から，下呂石製の剝片や石核が1000

点以上出土している。  

 2022年度以降，発掘調査時には「のなか庵」を宿舎と

して使わせて頂いている。「のなか庵」は古民家を改装

したコミュニティ・スペースで，井戸や囲炉裏等，古き

良き日本家屋の雰囲気を醸し出す。地域の皆様には，格

安での宿泊や寝具に関してご高配を頂いたばかりか，食

事や食材の差し入れ，親睦会へのご招待等，まるで里帰

りした孫に接するように暖かく迎えいれて頂いた。 

 学生らの参加動機は，当初，自身の学習にあったはず

である。ところが地域の人々に支えられての調査は，学

生らの姿勢に変化を促した。2022年の調査期間中に「の

なか庵」を会場にしての成果報告会を開催した。会場設

営や当日の登壇まで学部生が主体となって進行し，県外

者を含む約70人の参加者，メディアの取材があった。こ

の報告会がきっかけとなって，下呂市長から面談のお声

がけを頂いた。方々で，湯ヶ峰の調査への感謝のお言葉

を頂いた。学生らは，自分たちの取り組みが，地域の人々

から感謝される対象になることにいささか戸惑った様子

だったが，地域の支えのなかで学んだ成果を発信すると

いうサイクルを実体験してくれたと見ている。 

3. 「地域」にこだわることの効果 

 坂祝町と富士市での取り組みは，授業の一環として実

施したものだが，日々の進捗や到達点を予め用意してい

たわけではない。受入先との調整のうえで環境だけを整

え，あとは資料と学生，教員との出会いと相互作用に任

せて進行した部分が大きい。これを準備不足と指摘する

声もあるかもしれないし，予定調和ではないコンテンツ

に関わることを忌避する学生もいるだろう。またどの活

動も，通常の授業日程とは異なる期間に実施せざるを得

ず，参加学生と，他の授業やアルバイト等との兼ね合い

から参加できない学生との二極化が生じることを懸念す

る意見もあろう。学生同士を密に関わらせることに眉を

ひそめる意見も聞こえてきそうだ。 

 一方で，当初は自分のためであった活動が，誰かのた

めになる，それもこれまでは縁がなかった人々から感謝

の言葉を頂くという経験は，学内にとどまった授業では

味わえないだろう。そして教員と学生の一対一のやりと

りからも，決して生まれてこないだろう。ただしこの甘

美を味わうには条件がある。その地の歴史を紡ぐことだ。

地域の人々は大学や大学生に関心を持っているのではな

い。世界のどこか遠くの話ではない，その地域の歴史を

論じているところに親近感を覚え，「住人」として迎え

てくれているのだ。教科書や巷の本には載っていない，

未知の事実や具体的な情報であったり，それを導く過程

こそが学術研究の魅力として住人の目に映っており，価

値の創造につながる。「考古学は地域に勇気を与える」

（森2002）の要諦も，この点にありはしないか。足元に

眠る地域の歴史を明らかにし，その成果を地域に伝える

ことで，その地域の自己認識や学術的価値を高めていく。

日本考古学の正道は，開かれた情報生産者を育てるため

のランニングコースにもなりそうだ。 
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